
 

 令和８年度公益社団法人川島町シルバー人材センター事業計画書 

（令和８年４月１日から令和９年３月３１日まで） 
 

１．概況 

 人口減少、少子高齢化が進展し、高齢者のより一層の活躍が期待される中で、

シルバー人材センターは、地域の高齢者が就業を通じて地域社会に貢献し、高齢

者の生きがいや居場所づくりとして重要な役割を担っており、シルバー人材セ

ンターの社会的役割は大きくなっています。 

働く意欲がある高齢者が長年培ってきた知識や技能、経験を就業等に活かし

ていただくことで、生きがいの充実、健康維持につながるよう事業展開を行って

まいります。さらに、シルバー人材センターの基本理念である「自主・自立、共

働・共助」のもと、高齢者の生きがいの充実と福祉の増進を図り、活力ある地域

づくりに貢献できるよう、行政をはじめ関係機関等との連携・協力を強め、会員

拡大と就業開拓、適正就業、安全就業に務めてまいります。 
 

２．事業目標 

 令和８年度事業目標を次のとおり定めます。 

 ・契約金（包括的契約）    ９，２６０万円 

・派遣賃金（派遣事業）    ３，３４０万円 

・就職者賃金（職業紹介事業）    ７５万円 

・会員数              ２１１名 

 ・就業率             ８５．０％ 

 ・就業事故               ０件 
 

３．基本事業  

基本事業として次の７事業を行います。 

１） 普及啓発事業 

 ２） 安全就業推進事業 

 ３） 就業開拓提供事業 

 ４） 相談事業 

 ５） 研修講習事業 

 ６） 調査研究事業 

 ７） 整備事業 
 

４．実施計画 

１） 普及啓発事業 

シルバー事業を周知し会員の拡大を図るため、次の事業を行います。 

  ① センターの魅力の創出及びホームぺージによる情報発信 

  ② 会員の口コミによる入会促進運動 

③ 町広報紙及び町カレンダーへの入会説明会日程の掲載 

④ 町施設への案内チラシの常時設置 

⑤ ＳＮＳ（ソーシャル・ネットワーキング・サービス）を活用したＰＲ活 

  動 

⑥ 普及啓発促進月間（１０月）の設定及び関連事業の展開 

 ア 事業の宣伝に関するポスター・のぼり旗の掲示 

イ シルバーの日事業（ボランティア清掃・レクリエーション） 

⑦ センター広報紙「いきいきシルバーかわじま」の発行及び配布 

 
 



 

２） 安全就業推進事業 

   事故防止及び会員の健康の保持増進を図るため、次の事業を行います。 

① 安全標語の選定及び掲示 

  ② 安全就業チェックリストによる自己点検 

  ③ ヒヤリ・ハット事例の収集及び事例集の作成 

  ④ 安全巡回指導の頻度向上 

  ⑤ 安全だよりの発行及び配布 

⑥ 安全就業強化月間（７月）の設定及び関連事業の展開 

   ア 就業事故の防止に関するポスター・のぼり旗の掲示 

イ 安全集会（事業執行方針、安全宣言、安全標語唱和、ラジオ体操） 

   ウ 安全巡回指導の強化 

⑦ 健康増進普及月間（８月）の設定及び関連事業の展開 

 ア 病気・怪我の予防に関するポスター・のぼり旗の掲示 

イ 健康診断・検診の受診奨励 

⑧ 交通安全強化月間（１２月）の設定及び関連事業の展開 

   ア 交通事故の防止に関するポスター・のぼり旗の掲示 

イ 交通安全一声運動の推進 

ウ 蛍光反射タスキの着用徹底 
 

３） 就業開拓提供事業 

高年齢者の就業機会の創出を図るため、次の事業を行います。 

  ① 就業に係る後継会員の育成 

  ② 就業のミスマッチ解消に向けた取り組み 

  ③ 物づくり事業の拡大並びにシルバー農園の運用 
 

４） 相談事業 

   高年齢者の就業機会の拡大を図るため、次の事業を行います。 

  ① 入会希望者を対象とした定例・臨時説明会 

  ② 女性限定の入会説明会 

  ③ 会員を対象とした就業相談 

④ 高年齢者を対象とした就職相談 
 

５） 研修講習事業 

  高年齢者の技能の習熟及び利用者満足度の向上を図るため、次の事業を行

います。 

① 接遇、機材の取扱い方等の就業前研修 

② 就業に関する知識・技術の習得を目的とした技能講習会 
 

 ６） 調査研究事業 

   入会率、就業率及びサービスの向上を図るため、次の事業を行います。 

  ① 発注者を対象とした顧客満足度調査 
 

 ７） 整備事業 

   シルバー事業の基盤整備を図るため、次の事業を行います。 

  ① 職群班の欠員補充並びに地域班の連絡体系整備 

  ② 作業備品の入れ替え 

  ③ 契約方法の変更 

 ④ デジタル化の推進 


